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                     ◆◆◆ 上期活動報告 ◆◆◆ 

 

★ 菅野嘉洋クラブ奉仕委員長 

新型コロナウイルス感染症の影響を受け、例年通りの委員会活動を行うことが現状極めて困難な状況 

にあります。 

 上期に開催を予定しておりました納涼例会（8月）、野球大会（10 月）、忘年例会（12月）は残念な 

がら全て中止となってしまいました。唯一開催できたのは 2020年 11月 3日、宮古カントリークラブ 

において行われた親睦ゴルフ大会のみでした。50 周年記念行事の一つとしても行われたこの大会は、 

総勢 12 名が参加し腕を競い合いました。 

総合優勝は藤原太伸会員、グロス優勝は池田義弘会員でした。おめでとうございました。 

 例会においても新型コロナウイルス感染症の影響は大きく、12月から例会の開催は見合わせとなっ 

ております。 

それまでの例会においても、手指の消毒、マスクの着用、向かい合わせとならないような席の配置、 

会員間のスペースの確保等、新型コロナウイルス感染症の予防に配慮しながら運営せざるをえない状  

況でした。それにより例会の雰囲気も従前と異なる点は否めませんが、ウイルス感染の防止・予防を 

第一に例会を運営していくことは引き続き求められていくことと思われます。 

   例年とは大きく様相を異とする年度ですが、下期の活動につきましても皆様のご協力をよろしくお 

   願い申し上げます。 

 

★ 鈴木秀樹職業奉仕委員長 

 上期活動報告致します。 

まずは、コロナ過で例会が少ない中での「四つのテストの唱和」を行わせていただきました。今期は、理 

事会で意見をいただき、公平に会員名簿の逆から順番に行なわせていただきました。また、他活動内容は、 

以下の通りです。 

   8 月 20 日   「四つのテスト碑の清掃活動」(社会奉仕委員会と共同作業) 

9 月 8 日     大船渡東高校での高校生の就業予定者対象の『模擬面接』実施 

 9 月 10 日   例会で模擬面接会の報告 

 10 月 8 日   大船渡魚市場佐藤専務による講和 

今年は、コロナの影響で活動も制限されていますが、模擬面接会では、最初人が集まらない状況でしたが、  

Job カフェ様・さいとう製菓(株)様・（有）Easter‘s Corporation 様など協力を頂き、西ﾛｰﾀﾘｰ会員から 

は、18 人の参加を頂き大変活気ある事業となりました。 

面接官の中には初めての方もいましたが生徒のいいところを出すことまた本番の緊張感を出すことなど 

いろいろ工夫もされていて生徒はもちろん学校側からも大変感謝され参加頂いた方には本当に本当に御 
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礼申し上げます。 

本来であれば打ち上げの場を設け、みんなでいろいろ話をしたかったのですが、コロナ過ですのでご容赦 

ください。 

この模擬面接会は、職業奉仕委員会の中でもやりがいもありまた逆に自己啓発の為にもなると思いました。 

まだ未参加の会員は一度は是非参加してみて頂きたい事業であると思いました。 

 また、佐藤専務による講和は、大船渡の基幹産業である漁業の現況及び過去のデーターとの比較など解  

りやすく為になるものでした。前回・今回とお願いしましたが快く承諾いただき感謝しかありません。 

下期は、コロナの状況で活動自体どうなるかわかりませんが、今後共皆様のご協力をお願い致します。 

 

★ 水野賢一社会奉仕委員長 

 社会奉仕委員会では、結婚支援・社会福祉・環境保全の委員会に構成し、地域社会から信頼される社会 

人・企業人、そしてロータリアンとして様々な支援と奉仕活動を計画しておりました。 

しかし新型コロナウイルスの影響で、活動自粛等の制限により活動縮小を余儀なくされ、上期活動も計画 

通りには出来ませんでした。 

この状況下でロータリアンとして、社会活動として何が出来るのか。それは特別な活動は行わず、クラブ 

員個人々が各々の立場で、会社・家庭内・クラブ内から新型コロナウイルスの感染者を出さない様、模範 

となる生活を率先する活動こそが社会奉仕活動に繋がると考えます。 

 

★ 古内一二国際奉仕委員長 

 新型コロナウイルスの影響で活動自粛の中、越喜来在住で地域活性のため活動なさっているイザベル 

さんに来訪頂き、スライドを交えながら講話をしていただきました。 

 

★ 石川恵美子青少年奉仕委員長 

  青少年奉仕委員会より上期の活動報告を致します。 

 今年はコロナウイルス流行のため様々な活動が制限されました。そのため、例年通りに行われた活動  

 がなく、少人数での安全対策を優先した活動になりました。 

 7 月は仙台育英学園高等学校主管での IA 年次大会の代替として行われた、ロータリー6 つの重点分野 

 に対するレポート提出に、大船渡東高校 IAC が参加されました。参加したのは、地区の IAC２０校中 

 １０校だったそうです。１０月２７日に高木会長、山口幹事、藤丸 IA 小委員長と４人で感謝状の盾と 

 賞状を渡しに行って参りました。 

 また、７月２８日には次年度の大船渡東高校主管での IA 年次大会を踏まえて、高木会長、山口幹事、 

 志田次年度会長、三田地次年度幹事、今年度青少年奉仕委員会のメンバーで、東虎口へ先生方との顔 

 合わせに行って参りました。 

 １０月２日には東高校 IAC 定例会が開かれましたが、学校からの要請もあり高木会長と２人のみで出 

 席させて頂きました。校長先生も出席され、昨年の例会よりも出席人数が多かったように思います。 

 高木会長から「大変な時期に生きていて、困難を乗り越えた経験が未来に必ず役に立つ」と挨拶して 

 頂きました。 

 １２月１２日には、歳末助け合い募金活動が行われ、１２月１６日に東高校 IAC から３名と高木会長 

 藤丸小委員長の３名で社会福祉協議会へ「１４万８１６４円」を届けてまいりました。 

 毎年募金活動後に行われていた、大洋学園の生徒さんとのクリスマス会は中止となり、東高校の生徒 

 さん方が準備したプレゼントとケーキをお届けしました。 

  青少年奉仕アワーで講話して頂きました吉澤地区 IA 副委員長、熊谷会員。吉澤副委員長に依頼して 

 頂いた齊藤副会長、委員会活動にご協力いただいた会員の皆様に感謝いたします。 

 以上で上期活動報告とさせていただきます。 

 



 

 

＝ お知らせ ＝ 

・ ２月のロータリーレート ： １ドル １０４円 

・ 今年度地区大会     ： 中止 

・ 本年度国際大会     ： バーチャルにて開催 

・ 会長エレクトセミナー  ： ３月７日 ZOOM にて開催 

・ 2022－23 年度ガバナー決定 ： 仙台宮城野ＲＣ 森川昭正様（職業分類：薬剤師） 

・ ＩＡ三年生送る会    ： 中止 

代替えとして２月１９日(金)東高校において表彰状と記念品の寄贈を実施 

・ 宇都宮東ＲＣとの桜の植樹 ： ３月２７日(土)１４時～赤崎町大立で実施 

                           (詳しい場所は後日連絡） 

 

＝２月１７日開催の理事会決議事項＝ 

・ 今後の例会等について 

３月の理事会を ZOOM で開催できるよう準備を進め、その後例会を ZOOM で出来るかを検討 

４月からの例会の開催については、まだ検討中 

・ 年会費について 

金額は例年通りとさせて頂きます。 

３月末日までにお支払いを完了いただきます様お願いいたします。 

  

  


